
献血者から始まる遡及調査               
（ＨＢｓ抗原陽性〔ＨＢｃ抗体との重複陽性例を含む〕） 

ＨＢｓ抗原検査陽性  

中和試験又は個別ＮＡＴ 

終了 

輸血用血液：使用停止又は回収（有効期間内の場合） 

 医療機関：情報提供・受血者感染調査 

 原料血漿送付先：個別ＮＡＴ陽性時に情報伝達 

無 

片方又は両方陽性 

輸血用血液が感染の原因となった場合、医療機関からの感染症報告依頼 

感染症（疑い）報告との照合 

献血歴の有無 

両方陰性 

終了 

有 
可能な限り遡り過去の直近（前回）
及び前回から過去92日以内を遡及 

個別ＮＡＴ未実施の場合は実施 
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献血者から始まる遡及調査
（ＨＣＶ抗体陽性） 

ＨＣＶ抗体検査陽性  

献血歴の有無 終了 

輸血用血液：使用停止又は回収（有効期間内の場合） 

無 

有 

輸血用血液が感染の原因となった場合、医療機関からの感染症報告依頼 

感染症（疑い）報告との照合 

今回の 

個別ＮＡＴ 

個別ＮＡＴ 
過去の直近（前回）及び前回
から過去50日以内を遡及 

陽性 

献血歴の有無 

陰性 

無 

有 

陽性 

陰性 

個別ＮＡＴ未実施の場合は実施 

前回 

終了 

 医療機関：情報提供・受血者感染調査 

 原料血漿送付先：個別ＮＡＴ陽性時に情報伝達 

追加試験 



献血者から始まる遡及調査
（ＨＩＶ抗体陽性） 

ＨＩＶ抗体検査陽性  

献血歴の有無 終了 

可能な限り
過去に遡る 

輸血用血液：使用停止又は回収（有効期間内の場合） 

無 

有 

輸血用血液が感染の原因となった場合、医療機関からの感染症報告依頼 

感染症（疑い）報告との照合 

ＷＢ法及び個別ＮＡＴ 

片方又は両方陽性 

陰性 
終了 

過去の直近（前回）及び前
回から過去58日以内を遡及 

 医療機関：情報提供・受血者感染調査 

 原料血漿送付先：個別ＮＡＴ陽性時に情報伝達 

個別ＮＡＴ未実施の場合は実施 



献血者から始まる遡及調査
（ＨＢｃ抗体検査陽性） 

ＨＢｃ抗体検査陽性  

献血歴の有無 終了 

無 

有 

輸血用血液が感染の原因となった場合、医療機関からの感染症報告依頼 

感染症（疑い）報告との照合 

個別NATが陰性と判定
されるまで順番に遡る 

輸血用血液：使用停止又は回収（有効期間内の場合） 

医    療    機    関：情報提供・受血者感染調査 

原料血漿送付先：個別ＮＡＴ陽性時に情報伝達 

前回HBs抗体 

200mIU/mL 

以上 
終了 

未満 

献血歴の有無 

無 

※前回が凝集法の場合は、 

  200mIU/mL未満の対応 

有 

個別ＮＡＴ未実施の場合は実施 



献血者から始まる遡及調査 

（スクリーニングNAT陽性） 

スクリーニングNAT 陽性 

献血歴の有無 終了 

HBV:125日以内  

（HBc抗体が検出されない場合） 

HCV:192日以内 

輸血用血液：使用停止の連絡又は回収（有効期間内の場合） 

無 

 医    療    機    関：情報提供・受血者感染調査 

原料血漿送付先：個別ＮＡＴ陽性時に情報伝達 

輸血用血液が感染の原因となった場合、医療機関からの感染症報告依頼 

感染症（疑い）報告との照合 

HBV:HBc抗体が検出された場合は、
可能な限り過去に遡る 

HIV:可能な限り過去に遡る 

有 

個別ＮＡＴ未実施の場合は実施 



献血者から始まる遡及調査 

（献血者等から感染症情報が得られた場合） 

ＨＢＶ・ＨＣＶ・ＨＩＶ陽性情報（自己申告を含む） 

献血歴の有無 終了 

輸血用血液：使用停止又は回収（有効期間内の場合） 

無 

有 

 医療機関：情報提供・受血者感染調査 

 原料血漿送付先：個別ＮＡＴ陽性時に情報伝達 

輸血用血液が感染の原因となった場合、医療機関からの感染症報告依頼 

感染症（疑い）報告との照合 

原則として他の遡及
期間と同等に取扱う 

個別ＮＡＴ未実施の場合は実施 



医療機関からの感染情報（輸血用血液の使用） 

に基づく遡及調査 （HBV・HCV・HIV） 

輸血用血液による感染（疑い） 

同一製造番号の 

輸血用血液：使用停止の連絡又は回収（有効期間内の場合） 

受血者陽性 

陽性 

・保管検体による個別NAT※ 

・その後の献血時の検査結果 

同一製造番号の血液製剤に関して医療
機関・原料血漿送付先へ情報連絡 

過去に献血された血液の調査 

感染症（疑い）報告との照合 

※当該輸血用血液製剤の供（献）血者がその後に献血し、当該及び次回
のいずれもスクリーニング検査（個別ＮＡＴ及び血清学的検査）が陰性の
場合は被疑薬の対象から除外することができる。 




